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▽
日　

時　

３
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
講　

師　

小
林
和
子
先
生（
筆
文

字
の
先
生
で
す
）

▽
内　

容　

健
康
棒
を
使
っ
た
足
つ

ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

▽
持
ち
物　

健
康
棒

＊
健
康
棒
の
な
い
方
は
、申
し
込
み

時
に
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
公
民
館

で
用
意
し
ま
す
。健
康
棒
の
料
金
は

１
０
８
円
で
す
。

▽
申
込
〆
切　

３
月
３
日（
金
）社
公

民
館
☎
２
８
｜
２
１
５
５
ま
で

足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

健
康
に
な
ろ
う
！

　

今
年
最
初
の
体
育
行
事
・
社
地
区
卓
球
大
会
は
下

記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。地
区
民
の
皆
様
の
ご
参

加
と
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▽
期　

日　

平
成
29
年
２
月
12
日（
日
）

▽
開
会
式　

８
時
30
分
〜

▽
場　

所　

社
小
学
校
体
育
館

平
成
28
年
度

社
地
区
卓
球
大
会
の
ご
案
内
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行事予定表

平成29年1月25日現在

コールやしろ9：50～

コールやしろ
9：50～

コールやしろ
9：50～

コールやしろ
9：50～

グラウンドゴルフクラブ
13：00～

グラウンドゴルフクラブ
13：00～

グラウンドゴルフクラブ
13：00～

厚生・土木部長会
18：30～

建国記念の日

交通部長会18：30～
社地区遺族会13：30～社会部長会18：30～

老人クラブ　
10：00～

老人クラブ10：00～
やしろカフェ寄り処
10：00～ 川柳選句会

13：30～

社地区卓球大会
8：30～開会

身障者協会社支部
13：00～

大谷子ども会
9：00～　

社小学校

老人クラブ　
13：30～
ぺっやしろ　
19：30～

元気体操ラフターヨガ
13：30～

社句会
14：00～

すみれ会14：30～

February

四
王
寺
山
を
脈
々
と
守
る
大
谷
に

古
代
史
の
ロ
マ
ン
に
彩
ら
れ
た

個
人
表
彰
に
小
原
一
幸
さ
ん
（
寺
谷
）

Tue Wed Thu Fri SatMonSun
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■
社
自
治
公
民
館
協
議
会

会
長
に
牧
尚
志
さ
ん
を
再
選

全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞

大
谷
公
民
館
と
小
原
さ
ん
が

頑
張
る
住
民
自
治
活
動
表
彰

■
受
賞
２
題

新
成
人
の
抱
負

と
ん
ど
ま
つ
り・ペ
ン
リ
レ
ー

案
内
板
を
防
災
の
マ
ッ
プ
に

新
役
員（
館
長
）の
紹
介

今
号
は
８
ペ
ー
ジ
で
す

2～3P5P 4P6P

住民スポーツの日のお知らせ
・社バレーボールクラブ
・社ＶＢＣ　・イノレッツ2月7日（火）

〇時間╱20：00～22：00　〇場所╱社小体育館　〇持ち物╱上履き

〇時間╱20：00～22：00　〇場所╱社小体育館　〇持ち物╱上履き
社小学校体育館学校体育施設開放企画運営委員会

バレー

・社バドミントンクラブ2月19日（日）バドミ
ントン

　

昨
年
の
館
長
会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
推
薦
し
た
「
平
成
２８
年
度
鳥
取
県
頑

張
る
住
民
自
治
活
動
表
彰
」
に
大
谷
自
治
公
民
館
の
「
大
谷
に
お
け
る
四
王
寺

山
の
環
境
整
備
の
取
り
組
み
と
四
王
寺
祭
の
開
催
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
個
人
表
彰
に
寺
谷
の
小
原
一
幸
元
公
民
館
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。小

原
さ
ん
は
通
算
13
年
間
の
自
治
公
民
館
長
な
ど
長
年
の
地
域
活
動
へ
の
実
績

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。※

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
自
治
公
民
館
協
議
会
長　

牧
尚
志
）

鳥
取
県
頑
張
る
住
民
自
治
活
動
表
彰

し
ほ
っ
つ
ぁ
ん

全国公民館報コンクールで
最優秀賞を受賞しました!

社公民館報「やしろ」が日本一に

給食サービス2班
9：00～

シルバー認知症
予防教室
9：30～

館長会
19：30～

大谷

色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

囲碁将棋
19：00～

版画教室
19：00～

なごもう会
12：00～

しゃぼん玉会
19：30～ 公民館主催事業



　

社
会
部
は
、
年
間
行
事
と
し
て
敬
老
会
、
町
内
学
習
会
、
文
化
祭
等
の
行

事
に
取
り
組
み
、
地
区
の
皆
様
の
交
流
を
通
じ
て
、
連
携
、
連
帯
が
よ
り
一

層
親
密
で
強
固
な
絆
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

又
、
昨
年
の
鳥
取
県
中
部
地
震
発
生
に
伴
い
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し

た
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
、
復
興
元
年
の
年
（
酉
）
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
共
、皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
ま
す
が
、
皆
で
助
け
合
い
な
が

ら
復
旧
復
興
に
取
り
組
み
、
震
災

前
よ
り
も
住
み
よ
い
社
に
し
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

　

館
長
会
も
18
自
治
公
の
う
ち
12

自
治
公
で
新
館
長
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
前
任
者
に
劣
ら
ず
、
い
ず

れ
も
見
識
と
能
力
を
兼
ね
備
え
た

有
能
な
方
々
ば
か
り
で
す
。
こ
れ

ら
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
、
社

地
区
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
力
を
入

れ
た
い
の
は
地
域
の
安
全
性
確
保

と
生
活
の
質
保
証
で
す
。
独
居
、

認
知
、
被
災
・
避
難
支
援
、
環
境

保
全
、
子
育
て
支
援
対
策
な
ど
、

国
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
互
助
、
共
助
の
精

神
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

横 　 　 田
福 　 　 光
黒 　 　 見
秋 　 　 喜
国 分 寺
大 　 　 谷
大 　 　 沢
国 　 　 府
不 入 岡

和 　 　 田
和 田 東 町
大 谷 茶 屋
寺　　　谷
上　　　神
西 福 守 町
馬 場 町
秋 喜 西 町
秋 喜 新 町

98
85
27
78
58
67
19
94
115

79
38
76
28
93
395
145
28
127

　

社
自
治
公
民
館
協
議
会
の
初
会
合
が
17
日
（
火
）
社
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
平
成
29
年
社
地
区
自
治
公
民
館

協
議
会
の
会
長
は
昨
年
に
引
き
続
き
牧
尚
志
さ
ん（
大
谷
茶
屋
）が
再
選
さ
れ
、新
役
員
の
全
て
が
次
の
通
り
決
ま
っ

た
。
今
年
の
新
館
長
は
12
名
、
再
任
５
名
、
元
館
長
１
名
だ
っ
た
。
各
部
会
の
初
部
会
が
次
の
日
程
で
決
定
し
た
。

体
育
部
が
１
月
23
日
（
月
）、
厚
生
部
と
土
木
部
が
２
月
４
日
（
土
）、
社
会
部
が
２
月
６
日
（
月
）
交
通
安
全
部

が
２
月
10
日
（
金
）
い
ず
れ
も
18
時
30
か
ら
開
催
さ
れ
本
年
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
社
地
区
自

治
公
民
館
協
議
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
微
力
で
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
21
日
、
思
い
が
け
な

い
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の
皆

様
が
被
災
さ
れ
た
と
同
時
に
、
地

域
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
被
り

ま
し
た
。
文
化
祭
は
じ
め
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
さ
れ
、
継
続
し

て
き
た
活
動
も
中
断
し
た
ま
ま
で

す
。
今
な
お
そ
の
影
響
は
続
い
て

平
成
29
年
社
自
治
公
民
館
協
議
会
役
員
の
紹
介

会
長
に
牧
　
尚
志
さ
ん（
大
谷
茶
屋
）が
再
選
さ
れ
る

新
会
長
あ
い
さ
つ

牧
　
尚
志（
大
谷
茶
屋
）

【
社
会
部
】
社
会
部
長
・
小
原
　
正
輝

　

体
育
部
は
、
年
間
を
通
し
て
行
事
が
あ
り
ま
す
。
卓
球
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
す
る
地
区
運
動
会
が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
１
番
の
目

的
は
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、
交
流
し
親
睦
を
深
め
、
絆
を
強
固
に
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
積
極
的
に
行
事
に
参
加
し
、
今
年
も

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

厚
生
部
は
、
地
区
内
の
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
護
り
、
健
や
か
な
心
と
身

体
を
育
て
、
皆
が
協
力
し
て
共
に
楽
し
く
日
常
生
活
が
出
来
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
地
域
内
の
歴
史
的
な
史
蹟
を
護
り
、
自
然
景
観
を

保
全
し
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
や
、「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
活
動
」

を
推
進
し
、健
康
増
進
に
寄
与
す
る
「
集
団
健
診
」
受
診
活
動
に
協
力
し
ま
す
。

活
動
の
輪
を
拡
げ
る
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
体
育
部
】
体
育
部
長
・
池
田
　
進
二

【
厚
生
部
】
厚
生
部
長
・
由
井
　
洋
之
助

　

高
齢
者
や
子
供
達
が
対
象
と
な
る
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

街
頭
で
の
交
通
安
全
指
導
・
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
の
推
進
等
、
住
民
の
方
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
交
通
安
全

運
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
交
通
安
全
部
】
交
通
安
全
部
長
・
亀
井
　
一
昭

　

土
木
部
は
、
昨
年
の
地
震
に
よ
り
社
地
区
全
体
の
道
路
が
損
傷
し
車
も
人

も
通
行
し
に
く
い
状
態
で
す
。
安
全
の
為
、
早
急
の
復
旧
を
要
請
し
特
に
生

活
道
路
、
通
学
道
路
は
点
検
・
整
備
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
区
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
土
木
部
】
土
木
部
長
・
藤
井
　
正
嗣

協議会長 （大谷茶屋） 牧　　尚志
副協議会長 （寺谷） 塚根　正幸
　　〃　 （和田） 加藤洋之輔
幹　事 （秋喜） 杉村　貞夫
社会部長 （秋喜西町） 小原　正輝
社会副部長 （和田東町） 沖　　慶朗
　　〃　 （不入岡） 籔中　幹雄
体育部長 （国分寺） 池田　進二
体育副部長 （国府） 岡本　一郎
　　〃　 （福光） 大羽　省吾
交通安全部長 （横田） 亀井　一昭
交通安全副部長 （秋喜新町） 松井　敏夫
　　〃　 （馬場町） 岡田　靖志
厚生部長 （西福守町）    由井洋之助
厚生副部長 （上神） 伊藤　一彦
　　〃　 （黒見） 米原　勝彦
土木部長 （大谷） 藤井　正嗣
土木副部長 （大沢） 磯上　輝行
監　事 （福光） 大羽　省吾
　　〃　 （国府） 岡本　一郎

自治公民館協議会長
（大谷茶屋）牧　尚志新

土木部長
（大谷）藤井　正嗣新

自治公民館副協議会長
（寺谷）塚根　正幸 再 再

新

体育部長
（国分寺）池田　進二新

体育副部長・監事
（国府）岡本　一郎

体育副部長・監事
（福光）大羽　省吾新

土木副部長
（大沢）磯上　輝行

自治公民館副協議会長
（和田）加藤洋之輔 再

再
厚生部長

（西福守町）由井洋之助

厚生副部長
（上神）伊藤　一彦 再

厚生副部長
（黒見）米原　勝彦 元

社会部長
（秋喜西町）小原　正輝

社会副部長
（和田東町）沖　慶朗新

新

新

再

社会副部長
（不入岡）籔中　幹雄

幹　事
（秋喜）杉村　貞夫

新

交通安全部長
（横田）亀井　一昭 新

交通安全副部長
（秋喜新町）松井　敏夫新

交通安全副部長
（馬場町）岡田　靖志

平
成
29
年
　
社
自
治
公
民
館
協
議
会
役
員
名
簿

（
平
成
29
年
・
社
地
区
18
自
治
公
民
館
館
長
）

社会部

土木部

体育部厚生部交通安全部

加入世帯自治公民館 自治公民館 加入世帯

自治公民館別加入世帯数（平成29年1月現在）

計1650



倉吉市
成人式 社地区47人が成人を祝う

社
公
民
館
報
「
や
し
ろ
」
は
初
応

募
で
「
和
合
」「
筆
甫
ふ
る
さ
と

だ
よ
り
」「
ふ
じ
み
町
公
民
館
報
」

「
萩
市
須
佐
地
域
公
民
舘
だ
よ
り
」

な
ど
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
常
連
受

賞
館
報
を
抑
え
て
最
優
秀
賞
受
賞

を
果
た
し
た
。

　
「
や
し
ろ
」
は
現
在
、
鈴
木
康

人
さ
ん
（
秋
喜
新
町
）
を
中
心
に
、

門
脇
館
長
、
田
中
主
事
、
髙
橋
主

事
、
安
藤
集
落
支
援
員
の
５
人
の

館
報
専
門
委
員
会
で
制
作
し
て
い

る
。

　

今
回
の
受
賞
を
フ
ロ
ッ
ク
と
し

な
い
よ
う
、
今
年
春
か
ら
は
誌
面

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
さ
ら

に
親
し
ま
れ
る
館
報
と
し
て
内
容

を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
や
情
報

提
供
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
ス
タ
ッ
フ
）

　
「
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
公
益
社
団
法
人
全
国
公
民
館
連

合
会
、
全
国
公
民
館
振
興
市
町
村

長
連
盟
主
催
）
は
、
公
民
館
の
広

報
活
動
向
上
の
た
め
に
、
平
成
18

年
度
か
ら
隔
年
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
第
6
回
目
。

　

審
査
の
対
象
と
な
る
公
民
館
報

は
９
月
、
10
月
、
11
月
の
各
号
で

①
企
画
の
切
り
口
、
記
事
の
工
夫

等
②
表
現
力
、
読
み
や
す
さ
、
表

記
の
統
一
等
③
紙
面
構
成
の
見
や

す
さ
、
親
し
み
や
す
さ
、
文
字
の

見
や
す
さ
、
写
真
の
配
置
、
掲
載

写
真
等
④
編
集
状
況
、
発
刊
頻
度

等
⑤
配
布
方
法
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
な
ど
を
審
査
し
、
優
秀
な
館
報

を
表
彰
し
て
い
る
。

　

今
年
は
応
募
総
数
１
５
４
件
の

中
か
ら
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

３
点
、
優
良
賞
５
点
、
特
別
賞
２

点
、
奨
励
賞
６
点
が
選
ば
れ
た
。

寺
は
西
暦
８
６
７
年（
貞
観
９
年
）

に
外
国
（
主
に
新
羅
）
か
ら
の
侵

攻
を
防
ぐ
目
的
で
、
日
本
海
側
の

数
カ
所
に
建
立
さ
れ
た
も
の
の
ひ

と
つ
で
、
大
変
古
い
歴
史
の
も
の

で
す
。
大
谷
自
治
公
民
館
は
、
記

録
に
残
る
も
の
と
し
て
は
明
治
15

年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の

寺
の
環
境
整
備
（
歩
道
整
備
や
間

伐
、
寺
の
維
持
管
理
な
ど
）
と
春

（
旧
暦
２
月
５
日
）
夏
（
旧
暦
６

月
５
日
、
現
在
は
海
の
日
）
の
例

祭
（
通
称
：
シ
ホ
ッ
ツ
ァ
ン
）
を

執
り
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
夏
の
例
祭
に
は
子
ど
も
神
輿
や

屋
台
が
出
て
、
大
変
賑
や
か
な
も

の
で
す
。
長
年
の
お
取
り
組
み
に

敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
た
び
の
受
賞
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
谷
茶
屋
側
か
ら
の
参

道
は
暮
れ
と
春
の
２
回
、
大
谷
茶

屋
自
治
公
民
館
が
整
備
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
社
小
学

校
春
の
遠
足
コ
ー
ス
に
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
達
に
は
な
じ
み
が
深

い
場
所
で
す
（
現
在
は
イ
ノ
シ
シ

罠
設
置
の
た
め
中
断
）。
大
谷
側

か
ら
の
参
道
は
車
で
も
上
が
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
皆
様
も

地
域
の
資
源
で
あ
る
四
王
寺
山
に

是
非
上
が
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
（
社
自
治
公

民
館
協
議
会
長　

牧
尚
志
）

　

同
個
人
表
彰
に
は
寺
谷
の
小
原

一
幸
元
公
民
館
長
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
小
原
さ
ん
は
通
算
13
年
間
の

自
治
公
民
館
長
及
び
７
年
間
の
社

地
区
振
興
協
議
会
長
、
３
年
間
の

倉
吉
市
自
治
連
合
会
副
会
長
の
実

績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
は
古
い
歴
史
と
文
化
、
そ
れ

に
陶
芸
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
遺
跡
の
ひ
と
つ
と

し
て
四
王
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　

本
誌
の
社
公
民
館
報
「
や
し
ろ
」
が
こ
の
ほ
ど
第
６
回
「
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
高
賞
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
副
賞
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
共
に
表
彰
状
が
届
け
ら
れ
た
。
館
報
専
門
委
員
会
で
は
広
報
活
動

に
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
社
公
民
館
管
理
委
員
会
、
社
地
区
振
興
協
議
会
等
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

地
区
民
に
親
し
ま
れ
る
館
報
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と
、
喜
ん
で
い
る
。

中井　　恋
（西福守町）

「
四
王
寺
山
の
環
境
整
備
の
取
り
組
み
と
四
王
寺
祭
の
開
催
」

や
し
ろ
公
民
館
報「
や
し
ろ
」が
最
優
秀
賞

　倉吉市成人式は１月３日、倉吉市山根の倉吉体躯文化会館で開催され、会場は華やかな雰囲気に彩られました。
倉吉市成人式対象者は延べ 489 名（男性 242 名・女性 247 名）うち社地区（社小学校区）の対象者は延べ 47名（男
性 21名：女性 26名）と昨年と同数でした。社地区の新成人 4人に抱負をお聞きしました。
　

特集　新成人の抱負

第
６
回
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル大

谷
自
治
公
民
館
が
受
賞

個
人
賞
に
小
原
一
幸
さ
ん
（
寺
谷
）

　

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

僕
は
、
今
思
え
ば
、
高
校
を
卒

業
し
て
、
自
分
な
り
に
学
生
気
分

も
抜
け
て
、
現
在
は
毎
日
毎
日
仕

事
中
心
の
生
活
に
馴
染
ん
で
い
る

気
が
し
ま
す
。

　

僕
の
抱
負
は
、
挑
戦
す
る
こ
と

で
す
。

車
両
系
建
設
機
械
の
免
許
を
取
り

に
行
き
、
現
場
で
の
作
業
に
貢
献

し
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
僕
は
成
人
に
な
る
こ

と
が
ゴ
ー
ル
だ
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
一
つ
の
通
過
点
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
事
に

挑
戦
し
て
、
人
生
に
後
悔
が
な
い

よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

成人としての抱負

加茂田　慎悟
（秋喜新町）

成人の抱負
　

成
人
式
を
迎
え
、
こ
こ
ま
で
育

て
て
く
れ
た
両
親
、
祖
父
母
、
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
き
た
り
の
言
葉
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
成
人
を
む
か
え

た
と
い
う
こ
と
は
、
行
動
や
言
動

の
一
つ
一
つ
の
全
て
に
責
任
が
伴

い
ま
す
。
今
ま
で
親
や
周
り
の
大

人
に
頼
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
部
分

も
、
こ
れ
か
ら
は
全
て
自
分
で
背

負
い
、
自
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
私
は
ま
だ

ま
だ
頼
り
な
い
と
こ
ろ
も
沢
山
あ

り
、
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
完
璧
な
大
人
と
は
程
遠
い

と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
こ
の
人
生
の
節
目
で

あ
る
二
十
歳
の
年
を
境
に
自
分
自

身
を
見
つ
め
、成
長
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
今
は
学
生
で
す
が
社
会

に
出
た
時
、
今
想
像
で
き
な
い
よ

う
な
困
難
に
遭
遇
す
る
場
面
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
時
こ
そ
、
周
囲
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
前
向
き

な
気
持
ち
で
様
々
な
こ
と
に
臨
む

積
極
的
な
自
分
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

大嘉　かんな
（西福守町）

　

私
は
今
、
大
学
に
通
っ
て
い
ま

す
。
地
元
を
離
れ
一
人
暮
ら
し
を

す
る
こ
と
で
改
め
て
、
お
金
の
大

切
さ
、
親
が
い
る
こ
と
の
有
難
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
た
私
の
目
標
は
、

人
と
き
ち
ん
と
話
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。正
直
自
分
は
、

人
と
一
対
一
で
話
を
す
る
こ
と
が

す
ご
く
苦
手
で
す
。
自
分
の
言
葉

で
相
手
が
傷
つ
か
な
い
か
、
相
手

は
自
分
と
話
を
し
て
い
て
楽
し
い

の
か
を
か
な
り
気
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
要
す
る
に
、
自
分
に
自
信

が
な
い
で
す
。
そ
ん
な
苦
手
を
克

服
す
る
た
め
に
、
私
は
、
自
分
が

興
味
の
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
こ

れ
ま
で
避
け
て
き
た
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
自
分

に
気
付
く
だ
け
で
な
く
、
他
者
が

何
を
考
え
感
じ
て
い
る
か
に
も
気

付
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
幅
を

広
げ
自
分
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

五
年
後
、
十
年
後
に
地
元
へ

帰
っ
た
時
、
こ
れ
が
私
で
す
！
と

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
、

日
々
前
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

二十歳になって

河本  大和
（秋喜）

これまで避けてきたことに挑戦！
　

私
は
、
子
ど
も
の
頃
、
自
分
が

二
十
才
に
な
っ
た
時
の
姿
が
想
像

で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
時
間
が
た

つ
の
は
早
い
も
の
で
二
十
才
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
は
就
職
を
し
て
大
変
な
毎
日

で
す
が
、
周
り
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
二
十
才
に

な
る
ま
で
、
色
々
な
こ
と
が
あ
っ

た
け
ど
今
は
、良
き
思
い
出
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
大
変
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
け

ど
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

平
成
28
年
度
鳥
取
県
頑
張
る
住
民
自
治
活
動
表
彰

..............................................

受
賞
２
題

う
れ
し
い

平井知事から表彰状を受け取る藤井館長



　

今
月
か
ら
、
館
報
専
門
委
員
会

に
新
し
く
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
り
ま

し
た
。山
本
恭
子
さ
ん
（
西
福
守

町
）、
河
本
結
さ
ん（
福
光
）の
二
人

で
す
。山
本
さ
ん
は
倉
吉
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。河
本
さ
ん
は
「
や
し

ろ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
紹
介

し
た
方
で
す
。お
得
意
の
イ
ラ
ス

ト
で
、
４
コ
マ
漫
画
を
春
頃
か
ら

連
載
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。皆
様
お
楽
し
み
に
!

胸
の
内
知
ら
な
い
だ
ろ
う
笑
い
声

ス
マ
ッ
プ
も
ピ
コ
太
郎
に
も
胸
静
か

胸
お
ど
る
錦
織　

圭
の
勝
つ
試
合

胸
の
す
く
大
技
小
技
初
場
所
だ

お
め
で
た
の
診
察
結
果
待
つ
間

胸
キ
ュ
ン
と
な
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
よ
ネ

失
恋
の
影
ま
で
Ｃ
Ｔ
キ
ャ
ッ
チ
せ
ず

ブ
ラ
ジ
ャ
ー
で
胸
の
大
き
さ
作
っ
て
る

久
し
ぶ
り
孫
と
ド
ラ
イ
ブ
胸
が
開
く　

胸
一
つ
良
く
も
悪
く
も
な
る
う
わ
さ

胸
張
っ
て
ふ
る
さ
と
で
す
る
成
人
式

ま
た
来
た
か
地
を
這
う
音
に
胸
騒
ぎ

人
恋
し
胸
の
痛
み
や
茜
雲

胸
中
を
語
れ
る
人
は
稀
に
在
る

朗
報
を
待
っ
て
る
胸
の
大
う
ね
り

☆
次
の
課
題
は
「
目
玉
」
で
す
。
２
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。

☆
寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

社
公
民
館
が
よ
う
や
く
利
用
で
き
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
私
達
は
初
心
に
か
え
っ
て
、
大
自
然
の
春
夏
秋
冬

と
人
々
の
暮
し
の
こ
と
を
俳
句
の
言
葉
で
記
録
し
ま

し
ょ
う
。
次
回
は
、
２
月
13
日
（
月
）
午
後
２
時
よ
り

社
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
年
会
費
も
集
め
ま
す
。

　

正
す
み
れ

け
い
こ

か
ず
え

春　

優

佳
代
子

義
ち
ゃ
ん

吹　

苑

瑛　

子

智　

子

み
え
こ

理　

子

哲　

夫

登
美
子

雄　

大

降
り
積
も
る
上
に
育
て
て
と
ん
ど
の
火

初
暦
幸
せ
ね
が
ひ
掛
け
に
け
り

何
ご
と
も
気
負
は
ず
と
決
め
お
正
月

鴨
居
越
す
成
人
式
の
子
の
来
た
る　

凍
る
夜
の
厨
こ
と
こ
と
シ
チ
ュ
ー
の
香

激
震
の
爪
痕
露
初
詣

術
後
の
眼
窓
に
ま
た
た
く
師
走
の
灯

冬
帽
を
目
深
に
か
ぶ
り
試
歩
と
去
る

胸
に
聞
く
あ
と
幾
度
の
除
夜
の
鐘

歳
重
ね
年
々
減
り
し
賀
状
来
る

（
二
月
の
歳
時
記
よ
り　

永
見　

松
明
選
）

春
一
番
競
馬
新
聞
空
を
行
く

野
の
風
を
ひ
か
り
に
変
へ
て
猫
柳

吉
田
や
す
子

伊
藤
一
七
子

大
下　

智
子

小
椋　

恭
子

永
見　

松
明

西
尾　

良
子

早
田　

圭
吾

牧
田
賀
寿
恵

村
本
普
喜
子

秋
藤　

洋
子

水
原　

春
郎

佐
藤
富
士
男

「
胸
」

社
句
会

社
川
柳
会
367

227

館
報
専
門
委
員
会
に

新
ス
タ
ッ
フ
が
加
入

会
場
を
探
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
継
続

みんなの広場

こ
よ
み

く
り
や

つ
め
あ
と
あ
ら
わ

か ..........................................................................................

..........................................................................................

食
い
し
ん
坊
で
甘
え
ん
坊
で
し

た
。

　

リ
オ
も
水
遊
び
が
大
好
き
で
、

海
に
一
緒
に
行
き
遠
く
ま
で
泳
い

だ
り
広
い
公
園
を
走
り
回
っ
た
り

た
く
さ
ん
の
時
間
を
一
緒
に
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
じ
っ
と

寝
て
い
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
散
歩
は
今
で
も
大
好
き
な

の
で
、
ス
キ
ッ
プ
を
す
る
よ
う
に

喜
ん
で
出
か
け
ま
す
。

　

今
ま
で
リ
オ
か
ら
た
く
さ
ん
の

喜
び
・
楽
し
さ
・
癒
し
を
与
え
て

も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

先
ど
の
く
ら
い
一
緒
に
過
ご
せ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
リ
オ
が
我

が
家
に
き
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
に
、
一
日
で
も
長
く
ゆ
っ
く

り
と
一
緒
に
時
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
馬
場
町
の
谷
口
昭
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
が
家
に
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
犬
の

リ
オ
が
や
っ
て
き
た
の
は
13
年
前

の
春
の
こ
と
で
し
た
。
黒
く
て

ち
っ
ち
ゃ
か
っ
た
リ
オ
も
今
年
で

14
歳
。
人
間
で
い
う
と
1
0
0
歳

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
は
盲
導
犬
や
警

察
犬
に
な
る
ほ
ど
お
利
口
さ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

飼
っ
て
み
る
と
そ
れ
は
当
た
り
前

の
こ
と
、
と
っ
て
も
や
ん
ち
ゃ
で

「
ず
っ
と
一
緒
に
」
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山
根
　
裕
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（
上
神
）

　

秋
喜
新
町
自
治
公
民
館
（
松
井

敏
夫
館
長
）
で
は
、
公
民
館
公
園

の
案
内
図
を
『
防
災
マ
ッ
プ
町
内

案
内
図
』
に
変
更
し
た
。

　

こ
れ
は
、
三
年
前
か
ら
水
害
や

地
震
等
の
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら

の
防
災
意
識
向
上
に
役
立
て
れ
ば

と
公
園
に
設
置
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
周
知
す
る
こ
と
に
し
た
。　

　

設
置
に
携
わ
っ
た
椿
洋
二
郎
前

館
長
は
、『
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
町

内
案
内
図
を
緊
急
時
の
避
難
の
時

に
役
立
て
て
欲
し
い
。』
と
話
し

て
い
る
。

　

日
本
列
島
に
強
い
寒
気
が
押
し

寄
せ
、
吹
雪
が
舞
う
寒
い
一
日
と

な
っ
た
14
日
午
後
、
寺
谷
自
治
公

民
館
（
塚
根
正
幸
館
長
）
で
は
、

恒
例
の
「
と
ん
ど
祭
り
」
を
決
行
。

立
ち
上
が
る
と
ん
ど
の
火
に
こ
と

し
一
年
の
無
病
息
災
・
家
内
安
全
・

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
。

　

こ
の
日
は
23
人
の
町
民
が
参

加
。
甘
酒
で
新
年
の
乾
杯
を
し
た

あ
と
、
持
ち
寄
っ
た
正
月
飾
り
な

ど
を
焼
い
た
。幸
い
強
い
吹
雪
も
、

予
定
の
午
後
４
時
に
は
ピ
タ
リ
と

止
み
、
和
や
か
に
記
念
撮
影
（
写

真
）
も
行
っ
た
。

　

昨
年
の
地
震
で
社
公
民
館
が
被

害
に
あ
い
利
用
で
き
な
く
な
り
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し

不
安
の
日
々
で
し
た
。

　

私
た
ち
３
B
教
室
は
、
12
月
よ

り
倉
吉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。井
上
裕
子
先

生
の
指
導
に
よ
り
部
員
8
名
で

ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
3
種

の
用
具
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
・
腰
・
肩
等
の
腹
筋
も
使
い
、

時
に
は
お
互
い
２
人
組
に
な
り
ス

ト
レ
ッ
チ
も
楽
し
み
で
す
。輪
に

な
っ
て
ベ
ル
・
ボ
ー
ル
を
使
い
遊

び
要
素
を
取
り
入
れ
た
動
き
で
、

体
と
頭
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

ま
す
。失
敗
し
て
も
互
い
笑
い
あ

い
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
で
13
時

30
分
〜
15
時
で
す
。皆
さ
ん
見
学

に
来
て
下
さ
い
。２
月
か
ら
社
公

民
館
を
使
用
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
（
秋
喜
新
町
）

町
内
案
内
図
を
『
防
災
マ
ッ
プ
仕
様
に
！
』

寺谷とんどまつり
吹雪の合間に和やかに開催!

３B
体操

『
思
い
出
の
ネ
コ
』
萬
場
さ
く
え
（
福
光
）

私
の
作
品

2月3日は節分

社
公
民
館
主
催
事
業

ソ
ッ
ク
ス
モ
ン
キ
ー
づ
く
り
の
作
品




